
　
　
ラ
リ
ー
マ
ン
（
厚
生
年
金
・
共

　
　
済
組
合
の
加
入
者
）
の
被
扶
養

配
偶
者
は
、
「
第
３
号
被
保
険
者
」

と
し
て
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
ま

す
が
、
配
偶
者
が
退
職
（
失
業
）
し

て
失
職
す
る
と
、
夫
婦
と
も
に
役
場

国
民
年
金
窓
口
で
国
民
年
金
の
「
第

１
号
被
保
険
者
」
に
な
る
た
め
の
手

続
き
を
行
い
、
お
一
人
、
月
額
１
４
、

６
６
０
円
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

《
特
例
免
除
制
度
》
が
あ
り
ま
す
…

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的

に
困
難
な
場
合
、
役
場
（
支
所
）
年

金
窓
口
な
ど
に
申
請
し
て
認
め
ら
れ

れ
ば
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
申
請
免
除

に
は
所
得
制
限
が
あ
り
、
申
請
者
本

人
は
も
ち
ろ
ん
世
帯
全
員
の
前
年
の

所
得
が
審
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

特
に
配
偶
者
が
免
除
申
請
す
る
年
度

ま
た
は
そ
の
前
年
度
に
退
職（
失
業
）

し
た
場
合
は
「
特
例
免
除
」
と
い
っ

て
、
退
職
し
た
配
偶
者
本
人
の
所
得

の
状
況
を
除
外
し
て
審
査
が
行
わ
れ

る
の
で
所
得
制
限
の
審
査
の
ハ
ー
ド

ル
が
低
く
な
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
年
金
窓

口
（
　
74-

３
０
０
２
）
ま
た
は
室
蘭

社
会
保
険
事
務
所
（
　
０
１
４
３-

24

-

７
１
０
４)

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
　
成
21
年
度
防
犯
功
労
者
と
し
て
、

　
　
６
月
26
日
に
開
か
れ
た
札
幌
方

面
防
犯
団
体
連
合
会
定
期
総
会
で
、

横
山
正
さ
ん
（
伊
達
地
方
防
犯
協
会

連
合
会
会
長
＝
虻
５
区
）
と
福
井
政

吉
さ
ん
（
同
理
事
＝
温
８
区
）
が
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
二
人
が
受
賞
し
た
の
は
、
北
海
道

警
察
本
部
長
・
札
幌
方
面
防
犯
団
体

連
合
会
長
連
名
表
彰
。

　
永
年
に
わ
た
る
地
域
安
全
活
動
の

推
進
や
明
る
い
街
づ
く
り
運
動
へ
の

貢
献
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

配
偶
者
の
退
職（
失
業
）に
よ
り
第
３
号
被
保
険
者
の

資
格
を
失
っ
た
と
き
…

住民課戸籍年金係　74-3002

…そこが知りたい

地域安全活動に貢献

平成21年度

防犯功労者表彰

▲福井政吉さん ▲横山  正さん

わ
た
し
の
う
た

短
　
歌
　
【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
八
月
定
例
会
よ
り

野
に
生
き
て
わ
れ
よ
り
明
日
を
知
ら
ぬ
鳥

　
　
　
　
　
胸
ふ
っ
く
ら
と
や
さ
し
く
鳴
け
り
　
　
　
赤
　
塚
　
瑛
　
子

遠
く
な
る
花
火
の
音
に
洞
爺
湖
町

　
　
　
　
　
し
の
び
つ
つ
聞
く
た
だ
な
つ
か
し
く
　
　
伊
　
藤
　
静
　
子

八
月
の
夕
べ
に
吹
き
く
る
そ
よ
風
に

　
　
　
　
　
ひ
そ
か
に
夏
は
去
り
ゆ
か
む
と
す
　
　
　
大
　
西
　
芳
　
子

夏
の
日
に
娘
三
人
集
ま
り
て
　

　
　
　
　
　
思
ひ
出
づ
く
り
の
旅
へ
と
行
け
り
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

そ
ば
に
い
る
は
づ
な
る
妻
は
い
ま
は
な
く

　
　
　
　
　
癌
を
病
む
と
ふ
う
人
を
し
憂
ふ
　
　
　
　
山
　
木
　
　
　
孝

行
く
夏
を
お
し
む
が
如
く
い
っ
せ
い
に

　
　
　
　
　
蝉
の
鳴
く
音
に
会
話
き
こ
え
ず
　
　
　
　
太
　
田
　
　
　
智

　
　
　

靄
深
き
湖
へ
祭
り
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

甲
子
園
投
手
の
一
球
晩
夏
光
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
　
井
　
み
　
え

完
熟
は
待
て
ど
暮
ら
せ
ど
晩
夏
去
る
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

ポ
ス
タ
ー
の
雨
に
叩
か
れ
夏
の
果
て
　
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

ふ
る
さ
と
は
晩
夏
の
雨
の
川
音
か
な
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

向
日
葵
の
迷
路
に
今
の
世
を
思
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

鉛
筆
を
ま
と
め
て
削
る
晩
夏
光
　
　
　
　
　
　
　
　
　
那
　
須
　
伶
　
子

俳
　
句
　
【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
八
月
定
例
会
よ
り

も
や

う
み

か
わ
ね


